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各職種への問いかけ・メッセージ

医師に対して・・・
• 医師はジョブ(職業)やキャリアにはCommitするものの、組織(病院)

へのCommitmentは必ずしも得意でない。
• キャリアアップのためなら⼀時的に職場・診療科・上司に従うが、その

目的が達成された際、現場での裁量権保有や権限委譲等がなさ
れないと、職場を変えることに躊躇しない傾向がある。

• 組織からの信頼感を失った(と感じた)時、専門性が高い人材ほど
離職・転職という道を選ぶ傾向にある。

• 必ずしも執⾏部の⼀員とならなくても、組織の中での医師の役割は
偉大(圧倒的)であり、周りの医師だけでなく、多くの他職種が医師
個人の振る舞いを⾒ていることに気づくべきである。

• 医師としての自己主張(ディベートなど)は学会等でどんどん強めて
いけば良いが、職種による権威勾配がある職場では、謙虚である
ことが自身の価値を知らしめ周りからの尊敬を勝ち得ることとなる。
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マクレランドの達成理論
職場における従業員には達成動機(欲求)、権⼒動機(欲求)、
親和動機(欲求)の３つの主要な動機ないし欲求が存在する

• 達成動機（need for achievement ）
⼀定の標準に対し達成・成功しようと努⼒する欲求
であり、成功報酬よりも努⼒を重ね成し遂げたいと
いう欲求

• 権⼒動機（need for power）
他者にインパクトを与え、影響⼒を⾏使したいという
欲求

• 親和動機（need for affiliation）
有効的かつ密接な対人関係を結びたいという欲求

自信 vs 能⼒

能⼒

自信

自信過剰

挫折︖
（凹み）

謙遜・謙虚
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自信 vs 能⼒

能⼒

自信

Impostor
症候群

Armchair 
quarterback

症候群

初心者

自信と謙虚さの
良いバランス

インポスター症候群
仕事で成功し、客観的な評価をしっかり得られている

のにもかかわらず、自分自身を過小評価してしまう
⼼理状態のこと（詐欺師症候群）
 チャレンジしない
 必要以上に自分を卑下する
 成功に不安を感じる
 ⽇本では⽐較的⼥性が陥りやすい

☛ ①相手を肯定する（positive feedback）
②１対１で話す（1on1ミーティング）
③能⼒相応の責任を責任を与える

私には
無理です︕
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キャリア形成は・・・
「梯子ではなくジャングルジムを登ること」

Sheryl Sandberg
（FacebookのCOO）
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